

















































Current Situations and Issues of the Environmental Management System ISO14001 
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在 ISO 委員は学科から5名選出されているが，毎年教
員の移動（退職等）があり，計画的に委員を交代でき
ない，つまり委員が固定してしまっていることや ISO
委員の人材育成が適切に行われてこなかったことも原
因だと考える．他学科の方法などを参考にして，ISO
委員活動を可視化していく必要がある．
　「環境と看護」が，密接な関係であることは看護教
員のだれもが認識していることであり，ISO 活動を看
護教育の中に上手に活用していくことで，環境教育と
の相互効果の向上につなげていく工夫が大切である．
例えば，ISO で規定されている感染性廃棄物処理等の
手順書の作成，特別な専門業者による処理等をマニ
フェストを用いて行っていることなど，一連のプロセ
スを看護教育の中で示していくことが重要である．
　現在，ISO14001の認証取得している大学も増え，
ホームページ等を使い大々的に PR して，大学のイ
メージにアップにつなげているところもある5）．その
一方で認証取得後の活動を継続することの大変さや組
織全体の意思統一の難しさについては，大なり小なり
あることも報告されている．他大学でのさまざまな試
行錯誤の中で行われている活動を参考にしながら，本
学においても ISO14001の認証取得していることを誇
りに思える活動にしていくことが重要である．
5． 結論
・環境側面の特定には，学科の特性が活かせるアセス
メント項目や方法の検討が必要である．
・ISO の認識を高めるためには，まず，学科内の教員
